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上海エコ事情 ～エコカーを取り巻く現状～ 

 

 －「上海では、自動車のナンバープレートが１５０万円もするんですよ」－  

中国・上海に赴任して、一番初めに日本との違いに驚いたのが、この会話でし

た。これは、自動車の絶対数を制限して渋滞を解消することと、エコカーの普

及を目的とした施策が、結果としてナンバープレートを高額商品にしたという

お話でした。 

中国というと、大気汚染に始まり、様々な環境汚染のイメージを抱く方も多

かろうと思います。今回は、上海におけるエコカーを取り巻く状況や自動車へ

の規制についてレポートいたします。 

 

  

１ エコカーを取り巻く概況 

中国汽車工業協会の発表によると、２０１５年の中国の自動車販売数は、前

年比４．７％増の約２，４６０万台、生産数は同３．３％増の約２，４５０万

台とのことで、景気減速や株式市場の混乱などにより伸び悩みが見受けられま

した。 

そのような状況の中で、新エネルギー車（電気自動車（ＥＶ）及びプラグイ

ン式ハイブリッド車（ＰＨＶ））の販売数は前年比４．４倍の３３万１，０９

２台、生産数は同４．３倍の３４万４７１台と、大幅な伸びを示しました（い

ずれも速報値）。 

 

中国政府が２０１２年に発表した「省エネルギー・新エネルギー自動車産業

発展計画（２０１２～２０２０年）」では、２０２０年までにＥＶ及びＰＨＶ

の生産台数を２００万台に到達させ、累積生産販売台数を５００万台とする数

値目標が提起されています。２０１５年末現在のエコカー保有台数が約５８万

台とのことですので、２０２０年の目標数値に向かって、今後、さらにエコカ

ーの製造・販売が強化されていくこととなります。 

 

新エネルギー車に対しては、優遇策を通した普及推進がなされており、ＥＶ、

ＰＨＶ、燃料電池車（ＦＣＶ）を対象に、２０１３年から購入補助制度が導入

されています。一例として、上海市では、２０１６年８月現在、電動走行距離



が５０ｋｍ以上のＰＨＶや同１００ｋｍ以上１５０ｋｍ未満のＥＶを購入する

場合は１万元、同１５０ｋｍ以上のＥＶを購入する場合は３万元が補助されて

います。 

さらに、ＰＨＶについては、小排気量（１．６Ｌ以下）・１００ｋｍ燃費が

５．９Ｌ以下・燃料タンク容量が４０Ｌ以下の３条件を満たす車の場合は、追

加して１．４万元の補助が受けられます。（ただし、戸籍（上海・非上海）・

外国人の別により条件制限が別途あります。） 

 

政府は、２０２０年にエコカー補助金を終了させる方針を示しており、中国

エコカー市場に参入している自動車メーカー各社は、補助金がある今のうちに

研究開発や製造能力の強化を図ることで製品のコスト低減と技術改良に取り組

むべく、現在、非常に活発に設備投資を進めています。 

昨今のニュースでは、中国エコカー最大手のＢＹＤを始め、北京汽車や奇瑞

汽車、吉利汽車など、多くの完成車メーカーや部品メーカーが中国各地に新た

な工場を計画・稼動させるとの報道が、非常に頻繁に見受けられます。 

 

２ 環境の観点から見た従来車への規制 

 先にエコカー（新エネルギー車）への優遇について記述しましたが、次に、

従来の自動車に対する規制の例について、ご紹介します。 

 

 上海市では、１９９４年から、競売（オークション）によるナンバープレー

トの交付制度が導入されています。この競売（オークション）による交付制度

は、導入の際の本来の主目的は交通渋滞回避であったとのことですが、近年は、

排気ガスによる環境悪化の抑制という目的が加わっています。（新エネルギー

車のナンバープレートは適用を受けず、無料で交付されています。） 

  

 以下の表は、上海市のナンバープレートオークションにおける、交付数と最

低金額、応募人数等を表しています。 

 



この表によれば、冒頭の会話のあった２０１６年３月の上海市における個人

用従来自動車のナンバープレートの交付数は８，３１０枚であり、それに対し

２２１，１０９件の応募がありました。従って、なんと当選率約３．８％弱の

狭き門となり、その平均落札金額は８３，１４８元でした。当時の為替レート

でおおよそ１元＝１８円として換算すると、ナンバープレート１枚が約１５０

万円するという計算になります。つまり、上海では、１００人に４人弱しか当

たらないオークションで運よく当選したとしても、車両購入費の他にもう１台

車が買えるほどの費用を支払って、ようやくナンバープレートの付いたマイカ

ーを走らせることができるということになります。 

 

上海市に隣接した江蘇省や浙江省ナンバーのような市外地ナンバーであれば

比較的入手が容易ですが、上海市は、交通量制限のために市外地ナンバー車の

一部主要道路で渋滞時（毎日午前７時から１０時、午後３時から８時）の走行

を禁止しており、やはり上海ナンバーの取得希望が多くなっているようです。

実際に、該当時間帯に規制対象の高架道路等を走行していると、交通警察に取

り締まられている市外地ナンバー車を頻繁に見かけます。 

上海市以外でも、２０１０年以降、北京や天津、広州、杭州や深センなどの

大都市で、同様にナンバープレートの交付数に制限を設けられてきています。 

 

また、大気汚染改善のための取り組みとして、上海市でも、様々な規制が厳

格化されてきています。一例として、今年４月、上海市交通委員会は、欧州の

排ガス基準・ユーロ１、２、３にそれぞれ相当する国１、国２、国３の対応車

両の通行制限を厳格化することを明らかにしました。上海市の全車両のうち、

国１、国２のガソリン車と国３対応のディーゼルトラックの台数は１４％を占

め、自動車による大気汚染の主要原因となっており、これらの旧型車両を郊外

へ締め出すことで、大気汚染の改善を図る狙いがあるそうで、２０１６年内に

実施される見通しとのことです。 

 

３ 環境に対する姿勢の変化 

一方、同じ４月には、２０２０年までに、上海市内のエコカー向け充電スタ

ンドを現在の約１０倍となる２１万基以上とする方針も掲げられました。エコ

カー約２６万台分の充電を賄える計算となるとのことで、汚染改善に向け、イ

ンフラを整えることで、エコカーの普及を後押しする方針が示されています。 

 

２０１５年１月１日から施行された新環境保護法では、環境保護を基本的な

国策とし、制度の整備拡充、行政責任の強化、罰則の強化、情報公開の強化、

環境公益訴訟の認可といった方向性・方針が打ち出されています。 

 



自動車の例のみならず、深刻な大気汚染を契機に、中国政府は環境対策強化

の方向に大きく舵を切っており、この環境に対する姿勢の変化は、高度成長を

終えて持続可能な安定成長への移行を目指す中国のニューノーマル＝新常態の

一つの現れと言えるかと思います。 

 

企業にとっては、環境保護に向けたコスト増や、違反企業への罰則といった

リスクが高まってきていますが、逆に、環境ビジネスにおいてはビジネスチャ

ンスが拡大するなど、環境問題は、今後の中国での事業展開を左右する非常に

大きな要素となってきています。 

 

上海産業情報センターでは、今後も引き続き中国の現地情報について提供し

ていきたいと思います。 
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